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大村市_防災ロジックツリー

4-①被災情報を一元的に収集する

第1水準
政策分野の特定

第2水準
政策のGoal

第3水準
各施策群のOutcome

第4水準
各施策のOutput

第5水準
個別施策名

3-①避難（支援）計画の立案

3-⑪防災情報伝達手段の多様化・
効率化

3-②被災予測・状況を的確に把握
する

3-⑨ハード・ソフトの防災体制強化及
び信頼できるデータの整備

1-①災害の
備えによる安
心な暮らし

2-①的確な避難行動
と適切な避難生活の

確立

2- ②生活インフラ
環境の

早期回復

2- ③想定外な事象へ
の適応能力の獲得

3-⑫防災・減災意識のさらなる向上

3- ③的確なデータ・情報発信と避難
誘導を実施する

3- ④医療・介護衛生環境等
避難環境の即時展開

3- ⑤必要な物資・サービスを早急に
届ける

3- ⑥建屋・インフラ・ライフラインを復
旧する

3- ⑦事業・学校医療介護の再開を
進める

3-⑧共助型コミュニティを強化する

3-⑩個人・組織の防災リテラシー及び
情報リテラシー強化

2-④自助力の強化
（自分の身を自分で

守る 3-⑬災害への備えへの満足度向上

5-①ポータルアプリ「おむすび。」と
長崎県防災情報とのデータ連携

5-②防災行政無線とおむすび。
・Facebook・LINEの連携

5-④防災関係機器の維持管理
(テスト放送等）

5-③防災ラジオの普及促進

5-⑤VacanMapsによる避難所の
混雑情報配信

5-⑥災害時の共助の仕組みづくりのため
に町内会への加入促進

3-⑭災害時パトロールの安全性の確
保

3-⑮河川や水路の異常検知、浸水
被害等の情報開示・通知

5-⑦自主防災組織の組成・人材育成

3-⑯個人の状況に合った災害情報
提供

5-⑧大村市総合防災訓練

5-⑨避難所となる市の施設の長寿命化
改修及び耐震補強工事

5-⑩避難所となる学校施設のトイレの洋
式化

5-⑪市職員が非常時優先業務を執行
するための計画・準備

5-⑫多様な性に関するハンドブック

5-⑬要配慮者利用施設における避難
確保計画などの作成

4- ②防災関連情報の収集

4- ③（スポット避難所を対応でき
る）避難所管理の仕組みを整える

4- ④災害時の人・場所・もの管理の
為のシステム整備

4- ⑤物資等の集配体制を予め準備
しておく

4- ⑥防災に強くつながる
地域コミュニティ活動を強化する

4- ⑦平時からインフラ等事業者との
連携を強化しておく

4- ⑧（医療介護を含む）広域連
携・事業者連携を強化しておく

4- ⑨災害に強いインフラを構築する

4- ⑩被災認定の円滑化と瓦礫処
理の体制強化を図る

4- ⑪産業・学校・医療介護それぞれ
の事業継続プランを考えておく

4- ⑫オンライン化・マイナカード活用等
による行政サービスの強靭性強化

4- ⑬過去の他自治体の経験情報の
共有

4- ⑭災害予測とそれに備えた訓練の
徹底

4-⑮他者への配慮姿勢ガイドライン
の共有

5-⑭非常食の確保

5-⑮洪水関連標識設置4-⑯避難計画・行動の共有を徹底
する

1-②発災後
の被害の最

小化
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